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未来を生きる子どもたちの心と健康と幸せを守るための
一般社団法人

グリーンコープこども基金
　
格
差
社
会
の
中
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
く
、
食
事
を
摂
る
こ

と
も
困
難
な
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
地
域
や
学
校
と
連
携
し
て
、
食
料

の
提
供
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
を
確
実
に
す
す
め
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
と
し
て
、「
一
般
社
団
法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
こ
ど
も
基
金
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
取
り
組
み
と
、
基

金
の
内
容
、
基
金
創
設
に
至
る
組
合
員
の
思
い

を
「
設
立
趣
意
書
」
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

※

設
立
趣
意
書
、子
ど
も
支
援
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

食
事
を
摂
る
こ
と
も
困
難
な

子
ど
も
た
ち
の
支
援
を

　

今
、
７
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
の
事

情
か
ら
、
家
で
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
な
い
、
家
に
勉
強
す
る

部
屋
や
机
が
な
い
と
い
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
組

合
員
や
福
祉
ワ
ー
カ
ー
ズ
は

「
何
か
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
」
と
い
う
強
い
思
い
に
駆

ら
れ
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
す
る
こ
と
に
。
２
０
１
５

年
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
か
ら
紹
介
が
あ
っ

た
中
学
校
に
、
朝
食
の
支
援

と
し
て
バ
ナ
ナ
や
パ
ン
な
ど

を
週
１
回
届
け
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
現
在
は
福
岡

県
の
14
の
小
中
学
校
へ
朝
食

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
が
住
む
地
域
に
あ
る

子
ど
も
の
居
場
所
の
運
営
に

も
関
わ
り
、
食
材
の
提
供
も

行
っ
て
い
ま
す
。

※

２
０
１
９
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
よ
り

自
分
ら
し
く
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を

　

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
に

遊
べ
る
場
所
や
過
ご
す
場
所

が
な
い
様
子
も
、
地
域
の
組

合
員
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
居
場
所
づ
く
り
が
必

要
と
考
え
ま
し
た
。
現
在
、

福
岡
県
に
３
つ
、
熊
本
県
に

３
つ
の
子
ど
も
の
居
場
所

「
げ
ん
き
も
り
も
り
ハ
ウ
ス
」

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
も
こ
の
４
月

か
ら
居
場
所
が
で
き
ま
し

た
。

地
域
の
人
々
と
共
に

子
ど
も
を
見
守
る

　

２
０
１
７
年
度
よ
り
地
域

の
子
ど
も
の
居
場
所
や
子
ど

も
食
堂
へ
提
供
す
る
食
材
の

品
目
や
量
を
増
や
し
、
現
在

48
ヵ
所
へ
届
け
て
い
ま
す
。

運
営
す
る
地
域
の
人
々
と
出

会
っ
た
組
合
員
が
、
一
緒
に

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
い
う
思
い
で
支
援
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
の
取
り
組
み
を
知
っ

た
学
校
や
地
域
、
コ
ロ
ナ
禍

で
困
窮
す
る
学
生
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
大
学
か
ら
も
続
々
と

相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
地
域
と

連
携
し
た
取
り
組
み
が
い
っ

そ
う
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

各
生
協
で
は
、「
第
二
次
『
夢

ヲ
か
た
ち
に
』」
と
し
て
、
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
組
合
員
が
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
た
め
の
取
り

組
み
が
、
今
後
様
々
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

基金を活用して取り組む
子ども支援

子どもの居場所
「げんきもりもりハウス」
各県のグリーンコープ生協が運営する
子どもの居場所

●

●

グリーンコープが運営

地域の子どもの居場所・子ども食堂の
運営支援と食料提供
小中学校の朝食支援への食料提供
大学への食料提供

●

●
●

地域の取り組みへの支援

一般社団法人グリーンコープこども基金の財源
これからも子どもたちへの支援を続けるために、しっかりとした仕組みをつくり、財源を確保します。

組合員が毎月100円を拠出して基金をつくって
いる参加型地域福祉の財源です。

組合員から回収されたカタログを回収業
者に渡して得られた利益。グリーンコープ
の各生協から拠出します。

組合員が　菓子パンを利用す
る際に、本体価格とは別に３円を
寄付金として積み立てます。　
　菓子パンを利用することが、子
ども支援に参加することになり
ます。
※　菓子パンへの寄付は２０２１年中に
始まる予定です。

2021年度 せっけん学習会 ６
ゼン・ハニーカットさんの紹介

ゼンさんからのレターvol.1 ７

組合員が加入しているＣＯ・ＯＰ
共済事業で得る収益の剰余金か
ら、地域で行う福祉活動などに
助成しています。

このほかにも、基金の趣旨に賛同
する市民・団体からの寄付金も広
く受け入れ、活用します。

組合員が加入しているＣＯ・ＯＰ
共済事業で得るグリーンコープ
の各生協の収益の中から、共済
事業に必要な経費を除いたお金
の１％を拠出します。

生活困窮者自立支援施設「抱樸
館」の事業を支援する目的で設
立された「抱樸館を支える会」の
会費より、一部が子どもの居場所
支援にも活用されています。

イチオシ！

　花かつお・　かつおパック８

※

一般財団法人
福祉活動
組合員基金
からの助成

共済
たすけあい
活動助成金

カタログ古紙
回収事業収入

一般社団法人
抱樸館を支える会
からの寄付

（見込み）

　 菓子パン
利用の際の
寄付金

グリーンコープ
生協

共済手数料の
1％

5,200万円
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みどりの地球を
みどりのままで
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別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載
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グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
運
営
す
る
子
ど
も

の
居
場
所
や
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
子
ど
も
の
居
場
所
、
子
ど
も
食

堂
な
ど
へ
の
支
援
、
食
材
提
供
な
ど
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

　
基
金
が
活
用
さ
れ
る
主
な
支
援
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で

健
康
に
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め
の

財
源
に
な
り
ま
す

一般
社
団
法
人

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
こ
ど
も
基
金

グリーンコープが運営する子どもの居場所

地域の子どもの居場所・子ども食堂への支援 学校への朝食支援

日明げんきもりもりハウス（福岡県北九州市）
ひあかり

パーテーションを設置するなど、コロナ対策をしっかりと
行っています。

吉野寺みらい食堂（鹿児島県鹿児島市）
　組合員でもある吉野
寺から「会館を利用し
て子ども食堂をやりた
い」との相談を受け、グ
リーンコープかごしま生
協の理事会を中心に社
会福祉法人や共同購入
ワーカーズが吉野寺と一
緒に運営委員会をつくり、４月に地域の食堂がオープン
しました。
　毎月第４土曜日に開催し、おいしい昼食をおなかいっ
ぱい食べ、地域の皆さんが気軽に集える居場所になるこ
とを目指しています。

片縄げんきもりもりハウス（福岡県那珂川市）
　毎週月・木・土曜の午後、子どもたちの居場
所として開放しています。子どもたちは思い思い
に遊んだり、勉強をして過ごします。
　地域の高齢者との交流もしています。

名島げんきもりもりハウス
（福岡県福岡市）
　子どもの居場所として毎週月・水・土曜
の午後に開放しています。工作やイベント
の計画を任せるなど、子どもたちの自主性
を大切にし、創造性を育みながら見守って
います。

田崎げんきもりもりハウス
清水げんきもりもりハウス
長嶺げんきもりもりハウス（すべて熊本県熊本市）

　以前グリーンコープの保育園
や福祉施設だった３ヵ所で、常設
型の子どもの居場所として開設
しました。
　地域の団体と協力し、学習支
援の場としても活用されています。

　福岡県内の14の小中学校へ、パンや牛乳、バナナな
どの食材を提供しています。
　学校によって、職員
室に食材を用意して気
になる子どもに声をか
けたり、毎週１回「パ
ンの日」を設けて誰で
も食べられるようにす
るなど、様々に工夫さ
れている様子です。

　地域の組合員やスクールソーシャルワーカーからの情報などをもと
に関わるようになった子どもの居場所や子ども食堂へ食材を提供し、
組合員が運営に関わっているところもあります。

　子ども食堂や居場所を運営する
地域の方々や自治体、学校からの
相談を受けることも増えてきました。
地域の組合員がその取り組みを応
援したい、一緒に地域づくりを進
めたいという思いで、食材の提供
や居場所づくりに協力しています。

『元気な子どもの笑顔、家族の健康、窓辺にこぼれるやわらかな日射し、小鳥
の鳴き声…私たちの願いはこのささやかな、そして、基本的な希望が子どもた
ちの未来にまで続いていくことにあります。』
　１９９３年採択された第一次「夢ヲかたちに」の冒頭はこの言葉で始まります。
子どもたちがお腹一杯食べ、一生懸命学び、無邪気に遊び、そして安心して眠
るそんな基本的な希望がずっと続いてほしい、母親の願いは今も変わりません。

　２０１４年１１月、私たちはスクールソーシャルワーカーから毎日の食事も満
足にとることが出来ない子どもが６人に１人いると聞き愕然としました。
我が子も、よその子も健やかに幸せに育ってほしいと願う私たちはすぐさま何
かをしないではいられませんでした。
　しかし、当時は公に即座に動くこと自体が貧困を知らせることになり、差別
を生み出し、更にその子たちを追い込むという構図がありました。そこで発想
されたのが困窮者支援ではなく、すべての子どものお腹を満たす事でした。
　家庭で満足に食べている子もそうでない子も、分け隔てなく食べものを一緒
に食べる場所を提供し、そこに行けば食べものもあるという空間を作り出しま
した。
そうする中で知ったのは、食べものを満足に食べることができない子どもたち
には居場所がない、いつでもそこに行けば食べることができて、安心できる場
所とそれを支える大人が必要だと、たどり着きました。

　当時は、小中学校や地域の有志の皆さんからの相談に応える形の支援が多
かったのですが、その後グリーンコープらしい、子どもの生きる力を育む居場
所作りをすすめてきました。今では様々な団体や行政からの相談もあり、地域
住民であるグリーンコープ組合員が出会い、交流しお話を伺い、共感をもって
応援を始めていて、その数は年々増え続け、そして広がっています。

　また、２０２０年に起こった新型コロナウイルスの影響でアルバイトもままな
らない大学生たちからの応援要請や仕事を失ったり、減ってしまったりした家
庭に食べものをお渡しする活動もしました。

　子どもには必ず「母」と「父」がいます。
しかし、その「母」と「父」を責めることはよしましょう。
その「母」と「父」も懸命に子育てをしていても、コロナのように思いもかけ
ないことが人生には起こります。それ以外の理由もたくさんあります。
中にはネグレクト状態の子どももいます。でもそれでも「母」と「父」を責め
るだけでは解決しません。その「母」と「父」にも実は支援が必要なのです。

　だからこそ、皆で支えあい、助け合うことが必要です。そのためには財源が
必要です。どこに住んでいても子どもたちの心と健康と幸せを守りたい、そう
願う私たちは検討を重ね、その活動を支えるための財源として「一般社団法人
グリーンコープこども基金」を設立することにしました。
　具体的な財源の中身として、福祉活動組合員基金連合会からの寄付や共済手
数料収入（１％）、カタログ回収事業収入の収益金などを充てます。そして、グリー
ンコープの組合員なら誰でも寄与できるものとして、グリーンコープ商品（菓子
パン）への課金も予定しています。
　こうする事で、たくさんの組合員が無理なく、広く関わりをもてて子どもた
ちを応援することができます。そして、今後この基金があることで、各単協は
資金を心配せず、安心して積極的に、子ども支援をすすめることができます。

　変わらぬ私たちの願い
『元気な子どもの笑顔、家族の健康、窓辺にこぼれるやわらかな日射し、小鳥
の鳴き声…私たちの願いはこのささやかな、そして、基本的な希望が子どもた
ちの未来にまで続いていくことにあります。』を願って、ここに「一般社団法人
グリーンコープこども基金」を設立します。
　みんなで、未来を担う子どもたちをしっかり応援していきましょう。

一般社団法人グリーンコープこども基金　設立趣意書

２０２１年２月１６日
一般社団法人グリーンコープこども基金

発起人会一同

3月27日 プレオープンの様子

　毎月第２・第４木曜に、日明市民セン
ターで子どもたちに食事を提供していま
す。大学生ボランティアや地域の方が、
一緒に遊んだり宿題をみています。

一緒に庭に野菜の苗を植えました。
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2
0
1
9
年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
19
号

は
、
東
日
本
を
中
心
に
15
都
県
に
及
ぶ
広
範
囲

に
被
害
を
も
た
ら
し
、
長
野
県
に
あ
る
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
産
直
り
ん
ご
生
産
者
も
大
き
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
生
産
者
と
共
に
懸
命

に
復
旧
作
業
を
行
い
、
支
援
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。ま
た
、
発
災
直
後
か
ら
「
台
風
19
号
災

害
支
援
募
金
」に
取
り
組
み
、
組
合
員
や
取
引
先

な
ど
か
ら
こ
れ
ま
で
に
７
２
，８
５
７
，０
６
３
円

（
２
０
２
１
年
２
月
現
在
）
が
寄
せ
ら
れ
、
支
援

活
動
を
力
強
く
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
、
組
合
員
が
産
直
り
ん
ご
生
産
者

の
一
つ「
信
濃
五
岳
会
」と
、
支
援
活
動
で
新
た

に
出
会
っ
た「
ぽ
ん
ど
童
」を
訪
れ
、
カ
ン
パ
金

（
目
録
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。そ
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。   

長野市長沼地区のりんご生産者の若手の皆さん
が2010年に結成。「ぽんど」は英語で「沼」、
これからも育っていけるようにと「童」と名付
けた。遊休地や高齢化でりんごの生産をやめる
土地を借り受けて、共同管理したり、新規就農
者を支援して、りんごの産地を守ると共に、地
域の子どもたちが長沼地区に住むことを誇れる
よう、地域づくりにも力を入れている。八ケタ
会の生産者の方も参加。現在、被災した地域の
復興に向けて様々な活動を行っている。

「脳は、いくつになっても成長する。」これは、
以前、脳科学の先生の講演会で聴いた話だ。
どういう時に脳が成長するのかというと「新
しいことにチャレンジする時」だそうだ。「未
知の分野にチャレンジすることは知見を広げ
て、自分を豊かにし、ひいては若々しい脳を
保つことにもつながる。」とも聴いた。グリー
ンコープ生協（長崎）の理事長をさせていた
だくようになって２年。それまでできなかっ
たパソコンを使っている私の脳は、急成長し
ているはずだ。２年前にバレーボールとベリ
ーダンスを退いた。体型の成長も著しい。３
日前からウォーキングを始めた。目指すは「く
びれ」の獲得だ。あらゆる面を成長させ、「永
遠にチャレンジ」の精神で楽しみながら、人
の役に立つ人生を歩んでいきたい。

島田 美砂子

グリーンコープ生協（長崎）
理事長

必
要
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

カ
ン
パ
金
を

活
か
し
て
い
く
た
め
に

　

台
風
19
号
に
よ
っ
て
千
曲

川
が
氾
濫
し
、
流
域
の
り
ん

ご
畑
に
は
、
り
ん
ご
の
木
が

見
え
な
く
な
る
程
大
量
の
水

が
流
れ
込
み
ま
し
た
。
産
直

り
ん
ご
生
産
者
の
多
く
も
、

家
屋
・
り
ん
ご
園
・
倉
庫
・

農
機
具
な
ど
全
て
浸
水
す
る

と
い
う
大
変
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
長
野
市
長
沼
地
区

で
は
、
１
年
半
経
っ
た
現
在

で
も
窓
や
壁
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
が
張
ら
れ
た
ま
ま
の
家
も

あ
り
、
思
う
よ
う
に
復
旧
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
が
あ
り

ま
す
。

　

組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

こ
れ
ま
で
の
カ
ン
パ
金
は
、

産
直
生
産
者
の
八
ケ
タ
会
、

信
濃
五
岳
会
を
中
心
に
、
食

料
や
家
電
、
重
機
な
ど
の
物

資
支
援
、
人
的
支
援
、
生
産

者
へ
の
義
援
金
な
ど
に
活
用

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
残
っ

て
い
る
カ
ン
パ
金
の
活
用
に

つ
い
て
、
２
０
２
０
年
11
月

の
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

理
事
会
で
検
討
し
、「
長
野
市

長
沼
地
区
の
復
興
支
援
」、

「
岩
手
県
山
田
町
の
被
災
・

被
災
者
支
援
」
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

協
同
の
力
で
　
　

地
域
の
復
興
を
め
ざ
す

　

12
月
、
支
援
の
内
容
を
協

議
す
る
た
め
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
職
員
が
現
地
を
訪
れ
、

産
直
生
産
者
や
被
災
さ
れ
た

地
域
住
民
の
方
と
協
議
の
場

を
持
ち
ま
し
た
。
信
濃
五
岳

会
と
の
協
議
で
は
、
河
川
敷

の
ネ
ク
タ
リ
ン
や
桃
が
全
滅

し
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
先

も
実
る
は
ず
だ
っ
た
り
ん
ご

の
木
の
一
部
を
伐
採
し
な
く

て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
生
産
者
か
ら
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
地
域

住
民
を
代
表
し
て
、
支
援
活

動
の
中
で
新
た
に
出
会
っ
た

「
ぽ
ん
ど
童
」
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
ま
し
た
。
ぽ
ん
ど
童

の
メ
ン
バ
ー
は
、
復
興
支
援

委
員
、
住
民
自
治
協
議
員
、

長
沼
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な

ど
を
担
い
、
地
域
に
深
く
関

わ
っ
て
現
状
を
把
握
さ
れ
て

い
ま
す
。
復
興
に
向
け
て
何

が
必
要
か
、
現
状
で
困
っ
て

い
る
こ
と
は
何
か
を
尋
ね
、

被
災
さ
れ
た
地
域
の
方
に
と

っ
て
必
要
な
物
資
や
機
材
を

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
基
に
、
２
０

２
１
年
１
月
の
共
同
体
理
事

会
で
具
体
的
な
支
援
の
内
容

と
、
今
後
、
ぽ
ん
ど
童
と
相

談
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

被
災
前
よ
り
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
つ
く
り
た
い

　

２
月
に
は
共
同
体
代
表
理

事
の
熊
野
千
恵
美
さ
ん
が
カ

ン
パ
金
の
目
録
を
届
け
る
た

め
、
長
沼
地
区
を
訪
問
し
、

ぽ
ん
ど
童
を
は
じ
め
長
沼
地

区
住
民
自
治
協
議
会
、Ｊ
Ａ

な
が
の
、
長
沼
小
学
校
の
皆

さ
ん
に
迎
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
熊
野
さ
ん
は
、「
り
ん

ご
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
少
し
で
も
力
に
な

れ
る
な
ら
と
、
た
く
さ
ん
の

組
合
員
が
カ
ン
パ
金
を
寄
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
直
接

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

カ
ン
パ
が
本
当
に
活
か
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
昨
年
７
月
に
熊
本
県

の
球
磨
川
流
域
を
襲
っ
た
豪

雨
災
害
へ
の
支
援
に
、
ぽ
ん

ど
童
の
皆
さ
ん
か
ら
„
夏
あ

か
り
“
と
い
う
珍
し
い
品
種

の
り
ん
ご
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
お
礼
も
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
」と
出
会
い
を
喜
び
ま
し
た
。

　

ぽ
ん
ど
童
組
合
長
の
徳
永

慎
吾
さ
ん
は
、「
今
日
は
来
て

い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
災
害
か
ら
１
年

半
経
ち
ま
し
た
が
、
住
む
場

所
が
定
ま
ら
な
か
っ
た
り
、

生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

人
も
い
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ

大
変
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
こ
の
長
沼
地
区
を

衰
退
さ
せ
ず
今
よ
り
良
く
し

て
い
く
た
め
に
、
自
分
た
ち

は
り
ん
ご
作
り
を
頑
張
る
こ

と
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
再
生
に
は
、
私

た
ち
だ
け
で
は
金
銭
面
も
人

手
の
問
題
も
苦
し
く
難
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
出

会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
重
ね

て
協
議
の
場
も
持
た
れ
、
自

治
協
議
会
か
ら
は
、
ま
だ
住

民
の
６
割
し
か
元
の
場
所
に

戻
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
の
難
し
さ
が
課
題
と

し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
の
情
報
を
媒
介
す
る
こ

と
も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

こ
と
や
、
区
費
が
集
ま
り
に

く
い
状
況
も
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

園
舎
や
遊
具
が
濁
流
で
流

さ
れ
た
長
沼
保
育
園
と
の
協

議
で
は
、
不
足
し
て
い
る
屋

外
の
遊
具
な
ど
に
つ
い
て
支

援
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

後
日
、
ぽ
ん
ど
童
を
通
し
て

要
望
な
ど
を
届
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体

で
は
、
新
た
な
支
援
要
請
に

つ
い
て
、
組
合
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
カ
ン
パ
金
が
よ
り
有

意
義
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

▶
信
濃
五
岳
会
の
皆
さ
ん
に
、
り
ん
ご
・
桃
・

ネ
ク
タ
リ
ン
・
プ
ル
ー
ン
の
苗
木
購
入
の
た

め
の
支
援
金
目
録
を
お
渡
し
し
ま
し
た

▲ぽんど童と地域の皆さんと共に

▲目録を受け取るぽんど童組合長 徳永さん（左）、長沼地区住民自治
協議会会長 西澤さん（中央）と、共同体代表理事 熊野さん（右）

ど
う

台風19号で被災した長野県の復興を願い
カンパ金を活かしていきます

～地域で活躍する団体との新しい出会い～～地域で活躍する団体との新しい出会い～ 厳しい寒さの中でもりんごの新芽が頭を出しています

（3）  第 441 号  （2021 年 5 月 1 日） 共 生 の 時 代



　この10年、グリーンコープが地域に寄り添い、東日本の皆

さんと信頼関係を築き、共に歩んでこられたことに、本当に

感動しています。そして、グリーンコープ生協ふくしまが誕

生します。手をつないで同じものを食べる仲間が福島にい

らっしゃるということを、本当にうれしく思っています。

　熊本は熊本地震、令和2年７月豪雨災害とありましたが、

その支援の取り組みには、東日本大震災での支援の経験が

活かされてきたということを本日改めて感じました。必要な

支援を必要な人にいち早く届ける災害支援の姿勢は、東日

本大震災からずっとグリーンコープの中に息づいています。

遠くても顔の見える関係を東日本の皆さんと築いていきた

いと思っています。ずっと共に歩み続けていきましょう。

グリーンコープ生協
くまもと
理事長 髙濱 千夏さん

　「福島ぽかぽかプロジェクト」での保養支援を通し

てグリーンコープと出会いました。安心して食べられ

る食材をこの福島でもと思うお母さんたちが中心と

なって、グリーンコープ生協ふくしまが立ち上がろう

としています。仲間に入れていただき本当にありがと

うございます。

　福島はまだ、東京電力福島第一原子力発電所の廃

炉まで長い道のりがあります。復興にはまだまだ時

間がかかります。グリーンコープの一員となって、安心

して暮らせるように、一人の母親として今私たちにで

きることに取り組んでいきたいと思います。

　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
復
興
は
進

ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
今
も
心
に
傷
を
抱

え
た
ま
ま
暮
ら
し
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
公
益
財
団
法
人 

共
生
地
域

創
造
財
団
（
以
下
、
創
造
財
団
）
を
通
し
て
地
域
の

復
興
を
目
指
す
方
々
や
団
体
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
支
援
を
通
し
て
出
会
っ
た
方
た
ち
と
は

今
も
つ
な
が
り
、
交
流
や
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
３
月
８
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同

体
は
、
東
日
本
大
震
災
十
年
後
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
組
合
員
や
支
援
団
体
な
ど
か

ら
３
４
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
と
も
に
生
き

て
い
く
こ
と
を
参
加
者
み
ん
な
で
確
認
し
ま
し
た
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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グリーンコ－プは、1970年代の初め頃に、九州で誕生した地域

生協です。1960年代の高度経済成長期、水俣病に代表される公

害、森永砒素ミルク事件やカネミ油症事件などに代表される食

品公害、農業における農薬や化学肥料の多用、食品製造における

化学物質の多用によって、人間、特に子どもたちの健康・生命が

食べものによって損なわれる、ということが多発いたしました。

ともなって、商品として作られる食品ではなく、安心・安全で、

「生命（いのち）を育む食べもの」を産み出す必要が、母親たちに

社会的に意識されるようになりました。そして、そうした母親た

ちによって産み出された生協です。

1988年、グリーンコープ連合のもとに集権し、連帯を生み出し

た私たち・グリーンコープは、「せっけん派」生協が大同団結し

て、グリーンコープ（グリーンコープ連合）を結成して、グリー

ンコープ運動（①生命（いのち）を守る、②そのためにまず、食

べものを大切にする、③そのために、環境・農業を大切にする、

④結局、地域を再生する）を進め、30年が経過しました。

2020年、気候危機に関し、世界的に様々な動きがある中、私た

ちは、組合員からの声をきっかけに、私たちの暮らしの視点から

考える時間を持ちました。地球温暖化がすすみ、100年に一度

と言われるような自然災害が毎年のように各地で起こり、甚大

な被害が起きています。グリーンコープとの約束を守り、私たち

に「安心・安全」な産直青果を届けて下さっている生産者の皆

さんの圃場にも、甚大な被害をもたらしました。直接、生産現場

のご苦労をお聞きすると、ここ10年のすさまじいほどの気候変

動は、農業のプロである生産者の皆さんにとっても脅威であり、

大変なご苦労をされていることを痛感しました。このすさまじ

い気候変動は私たちにとって、本当に身近な問題なのだと気づ

かされました。

青果生産者との交流会を開催した単協では、生産者より豪雨被

害、台風被害についてお聞きしました。これだけ大変な思いをし

ながら育てて下さっている状況を知り、欠配の理由を知ること

にもつながっています。欠配の時、生産者に思いを馳せる組合員

が増えることで、異常気象が続く中でも生産を続けてくださる

青果生産者に寄り添うことができるようになっていけたらと考

えます。

グリーンコープはこれまで、「いのち・自然・くらし」を守るグ

リーンコープ運動を継続してきました。あらためて、グリーン

コープ運動に自信を持ち、共感の輪を広げていくこと、「私たち

にできること」を一人ひとりが続けていくことこそ大切である

ことを、さらに発信していきます。

　「グリーンコープで気候危機に関する取り組みをしてほしい」。ひ

ろしまの組合員から届いた手紙をきっかけに、グリーンコープ全体

で考えようと、各生協の理事長が集まる理事長会で検討が始まりま

した。

　地球温暖化の影響による自然災害は、グリーンコープの生産者に

も大きな被害をもたらしています。理事長会では、まず青果生産者

の皆さんに会って話を聞く機会を設け、生産現場の大変な状況につ

いて知ることから始めようと考えました。「宣言」には理事長会での

検討や、青果生産者の会の皆さんと交流し感じたことを盛り込んで

います。

　今後グリーンコープは、「宣言」のもと、私たち一人ひとりができる

ことを考え、グリーンコープ運動の共感の輪を広げていきます。

2021年3月16日

一般社団法人グリーンコ－プ共同体理事会

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

～みどりの地球をみどりのまま、子どもたちに手渡すために～～みどりの地球をみどりのまま、子どもたちに手渡すために～

～忘れない これからも 被災地とともに～～忘れない これからも 被災地とともに～

ＮＰＯ法人
ワンファミリー仙台 仙台市

ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワークの会員。

グリーンコープは、配送トラックや緊急物資などを届け、連
携して現地での炊き出しや物資配布を行った。

理事長 立岡 学さん

グリーンコープに必要なものを伝
えると、すぐに届けてくれたことが、被災者
の方々の安心につながりました。グリーン
コープが命をつないでくれました。

一般社団法人
WATALIS 亘理町

震災後、地元の女性たちによる手仕事プロジェクトとしてス
タート。亘理町で着物生地を活用した手仕事を通じて収入
を生み出し、生きがいや居場所づくりをしてきた。

グリーンコープは「ＦＵＧＵＲＯ」などの東日本大震災復興応
援企画で商品の販売などを行っている。

代表理事 引地 恵さん

これからの10年
は、亘理の自然や
生態系を良くし、
維持することに貢
献したいと思っています。「わたりグリーンベ
ルトプロジェクト」と連携して、伐採した木を
使った小物作りにも取り組んでいきたいです。

NPO法人
わたりグリーンベルトプロジェクト 亘理町

震災によって大部分が失われた防潮林の再生と、沿岸部
の緑地化を通して地域の賑わいを復活させようと取り組
んでいる。

グリーンコープは、植樹や落花生の販売などを支援するこ
とで防潮林の再生活動を応援していくことにしている。

　 代表理事 嘉藤 一夫さん

かつてここにあった集落は、震災で集団移転
し、バラバラになりました。みんなが集える場
所などをつくり、かつてのような活気を取り戻
したいと思っています。亘理に来た際は、ぜひ
防潮林のための苗を植えに来てください。

農事組合法人
旧マイファーム亘理協同組合 亘理町

被災した農家が集まり、組合を設立して、トマトの栽培を始
めた。現在は高野さんが引き継いでマイファーム亘理のト
マトケチャップを作っている。

グリーンコープは、トマトの収穫、トマトケチャップの製造・
販売などの支援を行ってきた。

千葉 義昭さん 高野 孝一さん

皆さんの思いを引き継ぎ、この商品をつない
でいきたいという思いで取り組んでいます。

デイサービス
「えん」
山元町

山元町の沿岸部にあった介護施設や自宅が津波で流されたが、
再建してデイサービスを継続している。

グリーンコープの各県の福祉ワーカーズが震災直後から交替で
支援に入り、再建後の施設の立ち上げにもかかわった。

　 斉藤さんご夫妻

福祉ワーカーズの皆さんに出会えたこと、つなが
りができたことで、今がんばれています。支援して
くれる仲間がいることに感謝して、これからも地
域のために生きていきたいと思います。

一般社団法人
コミュニティスペースうみねこ 女川町

手仕事やいちじく・唐がらしの栽培を通して、被災地域の女
性・男性の高齢者のコミュニティづくり、生きがいと収入を生
み出している。

グリーンコープは、「布草履」などを東日本大震災復興応援
企画の商品として販売している。

代表 八木 純子さん

地域を支えてきた人たちが生きていて良
かったと思えるようになるには、どうしたら
いいか考えてきました。私たちの活動を通し
て、組合員の皆さんに被災地に目を向けても
らいたいと思います。

株式会社 髙橋徳治商店 石巻市

津波で2つの工場を失い、一時は復旧を断念したが、グリーン
コープや全国からのボランティアが復旧に尽力し、再開を決
意。新工場を設立し、地域の若者の就労に向けた施設も建設
し伴走支援も行っている。

グリーンコープは、「おとうふ揚げ」や「エビフライ」などの
商品を取り扱っている。

代表取締役 髙橋 英雄さん

生産物に力があると、みんなが喜びます。み
んながメッセージを受け取ると、もっとつな
がることができます。元気はやりとりするこ
とができて、やりとりする度に大きくなります。

代表 下枝 浩徳さん

一般社団法人 葛力創造舎 葛尾村
かつりょく

助け合いの文化「結」を持つ葛尾の地で、人々が幸せに暮らしていける
ように持続可能な仕組みづくりに取り組んでいる。

グリーンコープは、葛力創造舎が取り組む、米作りや地域の人々が集
えるコミュニティづくりを応援し、収穫した米で作られた甘酒の販売
支援を行っている。

これからは、村の歴史から新
たな価値を創造し、新しい生
業の形を模索していきたい
です。

理事長 志田 篤さん

ＮＰＯ法人 昭和横丁 川内村

川内村民の仮設住宅で、野菜や総菜の販売を行う「横丁市場」を立ち上げ、
2017年に閉鎖するまで運営。現在は、川内村に帰村した高齢者のために、
横丁市場を開催している。

グリーンコープは2014年に出会い、キッチンカーによる支援を進めている。

原発事故によって、川内村の
良さである自給自足の生活基
盤が失われつつあります。
高齢者の生活を支援するため、これからも昭和横丁
を継続していきます。

ＮＰＯ法人 シャローム 福島市

震災後は、全国の協力者にひまわりを育ててもらい、集まった種でひまわ
り油を作って販売し、利益の一部を活用した「ひまわりプロジェクト」や、
協力者に福島の今を伝える「子どもひまわり大使」にも取り組んでいる。

グリーンコープは2014年から毎年ひまわりプロジェクトに参加し、
「子どもひまわり大使」を招待し、交流している。

ひまわりプロジェクトは、福島を身近に感じてもらい、
震災に当事者意識を持ってほしいと思い取り組んで
います。子どもたちは、子どもひまわり大使の取り組
みを通してひと回りもふた回りも成長しています。

蛤浜 石巻市
はまぐり

津波で漁船もすべて流されるなど、壊滅的な被害を受けた。

グリーンコープは、「もう一度漁業がしたい」という亀山さんの
思いを受け、蛤浜の復興に向け支援に取り組んだ。復興後、亀
山さんには、創造財団の活動の一つである、就労支援の取り組
みにも協力いただいている。

　 亀山さんご夫妻

グリーンコープさ
んと一緒に復旧作
業を行い、どこより
も早く牡蠣養殖を復旧することができました。
ここまで夢中になってやってきたから、これ
からは少し楽をしたいと思っています。今が
一番幸せです。

あすなろホーム 陸前高田市

障害者就労継続支援事業所。津波で多くの利用者やその家族が
被災し、作っていた商品の販売先も失った。

グリーンコープは震災当時の緊急物資支援で出会い、東日本大
震災復興応援企画で「藻塩」と「ゆず塩」の販売を行っている。

施設長 西条 一恵さん

代表 髙橋 真一さん

利用者さんは震災で大事な人やも
のをなくして、しょんぼりしている時
もありますが、ここで一緒に仕事をしていると
笑顔が戻ってきます。あすなろホームが舞台と
なった「星に語りて」という映画ができたので、
観ていただければと思います。

ＮＰＯ 花見山を守る会 福島市

避難者への物資配布、コミュニティ支援、子ども支
援（福島県の震災孤児学業支援）や、憩いの場であ
る花見山を整備し守っていく活動をしている。

グリーンコープは、プロジェクトに参加し、約250
本の桜を植樹。組合員が訪問し、交流を続けてい
る。

全国から応援に来てくれた方たちと
のご縁を大切にしています。いろいろ
な人に恩返しする意味で、花見山をた
くさんの人に見てほしいと思います。

福島ぽかぽかプロジェクト 猪苗代町

2012年1月より、福島市や伊達市などの親子を
中心に、自然に触れて遊べる保養の機会を提供
している。

グリーンコープは、保養先への食材支援を2013
年から継続して行っている。
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大竹 静子代表理事・隆さんご夫妻

グリーンコープ生協
ふくしま（認可申請中）

武田 直美さん （右）
押山 靖子さん （左）

在宅被災者や仮設住宅の入居者の
見守り訪問や相談支援

ＮＰＯ法人ホームレス支援全国ネットワークと、グリーンコープ共同体、生活クラブ連合会が母
体である、石巻市に本拠地を置く公益財団法人。「伴走型支援」をコンセプトとして震災支援お
よび地域づくりの事業を、住民の方々に寄り添いながら行っている。復興にとどまらない共生
地域の創造を目指している。

共生地域
創造財団

●石巻事務所 ●大船渡事務所 ●大槌事務所
伴走型支援を通して、地域の助け合いを広げ、穏や
かな暮らしが継続できるよう支援していきます。

就労支援
●陸前高田市ユニバーサル
　就労支援センター
本来のその人らしさを活かして
いくための支援を行っていま
す。
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　 矢野 恵理子さん

皆さんが暮らす地域でも災害が起き、立ち直
れない方もたくさんいらっしゃると思います。
そんな中、福島に心を寄せていただき本当に
感謝しています。一日でも長く、保養を継続で
きるよう力を貸してください。

斉藤農園 亘理町

津波でいちご畑が被災したが、2014年からいちごの
栽培を再開した。

グリーンコープは、発災後に斉藤さん宅を物資配布の
拠点として、近隣の地域に緊急物資をお届けしてきた。
農業再開に向け瓦礫撤去などの支援を行った。

代表 斉藤 竹夫さん

震災でつながったグリーンコープの人た
ちと今もつきあい続けていることは自
慢です。来ていただいて元気をもらって
います。

宮城県

福島県
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